



















































































































1990年に 512、2000年に 2,722、2010年に 11,015である（国家統計局編
2012）。これに対して、広東省における同様の数値は 1990年に 839、2000
年に 5,780、2010年に 24,758となっており（広東省統計局編 2012）、改革

































































































































































































































































































































プル（Apple Inc. ）の ICレコーダ、携帯電話、タブレット端末など電子通
信機器の大量生産を台湾の鴻海精密が受託しているのがその典型である



























































































































































と、となっている。1日 8時間、週 5日制で、賃金は月 1,150元から 1,400
元、と示されている。平日の残業は時間当たり 9.48元、休日の残業は時間


















































Apple Inc., 2013, Apple Supplier Responsibility 2013 Progress Report.
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